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「市議会報あやせ」は、直接お届けしています
　「市議会報」は、市シルバー人材センターの会員が配布しています。
　お手元に届かない場合は、同センター（1７０－３０８８）へご連絡ください。

　次号は、５月１５日発行です。

　神奈川県では園児、児童、生徒１人当たりの私学助成金の額が全国的にも低い。
また、神奈川の私学の学費は全国的にも高く、高校の入学時に納める初年度納付金
額の公私格差は７倍にも達しており、保護者の経済的負担は増大している。このた
め、私学に学びたくとも、経済的な理由で入学を断念または退学せざるを得ないよ
うな状況も起きている。
　すべての子ども達に行き届いた教育をすすめ、心の通う学校をつくるためには、
公立私立を問わずに小・中・高校での少人数学級の実現など、教育諸条件の整備が
必要であると同時に、経済的な理由によって進学をあきらめる子どもが出ないよう
に、私学への助成制度をさらに拡充することが必要である。
　よって、国及び県においては、次の事項について実現するよう強く要望する。
１　私立高等学校等への助成金削減を行うことなく､国庫補助金の増額を図ること｡
２　少人数学級の実現など、教育諸条件の整備と私学助成制度の拡充を図ること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成１９年１２月２１日

綾瀬市議会議長　吉　川　重　夫　

内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科学大臣　神奈川県知事　　あて

私学助成制度の拡充を求める意見書

　我が国では、国民皆保険制度により、誰もが安心して医療を受けられる体制が構
築されてきたが、今日、高齢化の急速な進展に伴い、高齢者の医療費の増加は著し
く、持続可能な医療制度の再構築とあわせ、高齢者の医療費を誰がどのように負担
するかが医療保険制度改正の大きな課題となっている。
　このような中、平成１８年６月に成立した健康保険法等の一部を改正する法律によ
り、平成２０年４月から７５歳以上を対象とした「後期高齢者医療制度」が創設され、
県域を単位とした広域連合として実施されることになった。
　この制度により、いままで国保に加入していた方は、後期高齢者医療制度に加入
することにより、国保税ではなく後期高齢者医療制度における保険料となる。被用
者保険の被扶養者の方は、一定の軽減策が講じられるが、新たな保険料負担が生じ
ることとなる。
　よって国においては、被保険者の理解を得るため、制度の周知に努めるととも
に、将来にわたり、被保険者の負担が増大しないよう、十分配慮した中で、後期高
齢者医療制度の円滑な移行に努めるよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　
　　平成１９年１２月２１日

綾瀬市議会議長　吉　川　重　夫　

　内閣総理大臣　総務大臣　厚生労働大臣　　あて

後期高齢者医療制度の円滑な移行に関する意見書

　昭和６２年の国鉄分割・民営化に伴うＪＲ不採用問題は、発生から２０年が経過した
現在も雇用確保がされず、深刻な状況となっている。この問題は、平成１５年１２月に
最高裁が「ＪＲに法的責任なし」との判断を示しているが、平成１９年９月、鉄建公
団訴訟の東京地方裁判所の判決は、採用にあたって国鉄の不法行為を認定している。
　また、昨年１１月にはＩＬＯが日本政府に対し、長期化する労働争議を憂慮し問題
解決に向け、すべての関係者と早期に話し合いを開始するよう、７度目の勧告を行
っている。さらに、今年３月にはＩＬＯ関係者が、昨年１１月以降事態が進展しない
ことに強い懸念と深い憂慮を表明している。
　この問題は、当事者やその家族の生活や高齢化などを考慮すると、人道的見地か
らも一刻も早い解決が望まれる。
　よって、国においては、ＩＬＯ条約批准国として勧告を早急かつ真摯に受け入れ、

ＪＲ不採用問題の早期解決を求める意見書

問題の早期解決に向け努力されるよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成１９年１２月２１日

綾瀬市議会議長　吉　川　重　夫　

　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　総務大臣　厚生労働大臣　国土交通大臣　　あて

１２１２月月定例会で可決された意見書定例会で可決された意見書
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